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連合総研ブックレットＮo.９ 

「ポスト 3.11」の経済・社会・労働に関する研究 

―プロジェクト報告（講演録）― 

 

2011 年の 3・11 東日本大震災・津波と福島第１原発の事故は、かつてない甚大な被害を

もたらすとともに、日本社会がすでに直面していた危機をあらためて浮き彫りするものと

なった。そのため、「復興・再生」のプロセスは、これまでの経済・社会・政治の枠組みそ

のものの見直しを伴うものでなければならない。そして、すでに具体的な課題として私ど

もの目の前に現れてきているものもある。 

連合総研は、そうした課題を整理するために、開かれた討議の場を作り、今後の方向性を

探っていくことを目的に、2011 年度（2011 年 10 月～2012 年 9 月）の所内プロジェクトと

して、「『ポスト 3・11』の経済・社会・労働に関する研究プロジェクト」を設置した。 

具体的には、「新たな豊かさ」、「成熟社会の経済政策」、「連帯経済」、「雇用・就労のあり

方」、「新たなコミュニティ作り」、「参加民主主義と労働組合の役割」などのテーマで、６

回にわたるワークショップを開催し、研究者からの問題提起とそれを受けた討論を行った。 

各回のワークショップにおける研究者の講演内容はいずれも、今後のわが国のあり方にか

かわる重要かつ示唆に富んだものであり、これまで月刊誌 DIO に掲載してきたが、今回あ

らためて、本ブックレットに再編集した。 
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